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全
国
の
藩
主
の
子
孫
や
藩
校
関
係
者
が
集
う「
第
４
回
全
国
藩

校
サ
ミ
ッ
ト　

高
梁
」が
、
６
月　

日
・　

日
に
高
梁
総
合
文
化

ｉｎ

１１

１２

会
館
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
全
国
の
約
２
６
０
藩
が
、
藩
士
や
領
民
ら
の
教

育
の
場
と
し
て
藩
校
を
開
き
、
学
問
だ
け
で
な
く
道
徳
教
育
も
実

践
し
て
い
ま
し
た
。
高
梁
に
は
備
中
松
山
藩
の
藩
校
と
し
て 
有  
終 

ゆ
う 
し
ゅ
う

 
館 
（
場
所
は
、
現
高
梁
幼
稚
園
）
が
あ
り
、
山
田
方
谷
が
学
頭
の

か
ん時

、
名
実
と
も
に
藩
校
教
育
の
華
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
藩
校
の
理
念
を
現
代
に
引
き
継
ご
う
と
開
か

れ
て
お
り
、
今
年
の
高
梁
会
場
が
４
回
目
で
す
。

等
学
校
校
長
）
▽
「
藩
校
教

育
を
今
に
生
か
す
」
和
田
英

樹
さ
ん
（
西
日
本
工
業
大
学

参
与
）

〔
第
２
分
科
会
〕

▼
基
調
報
告　

「
会
津
藩
校
と

日
新
館
の
人
づ
く
り
」
野
口

信
一
さ
ん
（
会
津
若
松
市
立

会
津
図
書
館
館
長
）
▽
「
薩

摩
を
支
え
た
郷
中
教
育
」
西

郷
隆
文
さ
ん
（
西
郷
隆
盛
公

奉
賛
会
理
事
長
）

�
�
�
�
�
（　

時　

分
〜　

１５

３０

１６

時　

分
・
高
梁
市
文
化
交
流

４０
館
）

　

「
書
法
的
に
み
た
方
谷
の
書
」

額
田
桂
崖
さ
ん
（
岡
山
県
書

道
連
盟
会
長
）

�
�
�
�
�
（
９
時
〜　

時
）

１６

Ａ
コ
ー
ス　

備
中
松
山
城
見
学

Ｂ
コ
ー
ス　

備
中
松
山
城
と
吹

屋
ふ
る
さ
と
村
散
策

Ｃ
コ
ー
ス　

備
中
松
山
城
と
特

別
史
跡
旧
閑
谷
学
校

※
参
加
費
２
千
円

■
問
い
合
わ
せ　

山
田
方
谷
生

誕
２
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局（
�
�
０
４
６
１
）

▼
演
題
…
「
詩
人
と
し
て
の
山

田
方
谷
」

▼
講
師
…
前
二
松
学
舎
大
学
学

長　

石
川
忠
久
さ
ん

�
�
�
�
（　

時　

分
〜　

時

１５

３０

１６

　

分
・
高
梁
総
合
文
化
会
館
、

４０高
梁
市
文
化
交
流
館
）

〔
第
１
分
科
会
〕

▼
基
調
報
告　

「
校
是『
知
徳
併

進
』
を
今
に
生
か
す
」
坪
井

悟
さ
ん
（
修
道
中
学
校
・
高

�
�
�
�
�
（　

〜　

時
・
高

１３

１４

梁
総
合
文
化
会
館
）

▼
演
題
…
「
江
戸
の
文
化
を
支

え
た
教
育
と
心
」

▼
講
師
…
徳
川
宗
家　

代
当
主

１８

　

徳
川
恒
孝
さ
ん

�
�
�
�
�
（　

時　

分
〜　

１４

１０

１５

時　

分
・
高
梁
総
合
文
化
会

１０
館
）

　

「
武
家
屋
敷
･
旧 
埴  
原 
家
」
の
保

は
い 
ば
ら

存
修
復
整
備
が
完
成
し
、
セ
ミ
ナ
ー

室
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
あ
る
施
設
と

な
り
ま
し
た
。
石
火
矢
町
ふ
る
さ
と

村
に
あ
る
旧
埴
原
家
は
、
備
中
松
山

城
下
の
武
家
住
宅
と
し
て
貴
重
な

歴
史
的
建
造
物
で
あ
り
、
市
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
完

成
を
記
念
し
て
６
月
末
ま
で
無
料

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
室
や
ギ
ャ
ラ
リ

ー
利
用
の
お
申
し
込
み
･
問
い
合

わ
せ
は
、
�
高
梁
市
観
光
協
会
（
�

�
０
４
６
１
）、
ま
た
は
武
家
屋
敷

･
旧
埴
原
家
（
�
�
１
３
３
０
）
へ
。

山田方谷生誕二百年記念
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消
防
庁
長
官
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
飛
田
哲
夫
さ

ん
（
中
井
町
津
々
）
が
消
防
庁
長
官

表
彰
永
年
勤
続
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

『�月号掲載「市政への提案はがき」
から』回答の補足です
　「休日の戸籍、住民票等の証明を宿日直で受け付け
し、後日郵送で送付しています」と掲載しましたが、休
日（執務時間外）の受け付けでは、証明書の手数料、郵
送料などの受け取りはしておりません。郵送により、
手数料・送料を同封の上ご請求ください。　
　なお、婚姻届、出生届、死亡届などの届出は受け付
けております。

■問い合わせ　市民課戸籍住民係（������）

よ
う
に
工
夫
し
、ア
リ
ー
ナ
面
積
は
、

旧
体
育
館
よ
り　

�
広
い
、
８
５
０

５０

�
。
照
明
施
設
は
自
動
昇
降
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
の
段
差
を
解
消
し

て
既
設
校
舎
と
ス
ロ
ー
プ
で
つ
な
ぐ

な
ど
安
全
確
保
に
努
め
、
玄
関
の
段

差
を
な
く
す
な
ど
学
校
開
放
時
な
ど

に
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
の
利

用
に
支
障
が
な
い
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
平
成
８
年
の
耐
震
診
断

で
不
適
合
だ
っ
た
た
め
に
行
っ
た
も
の

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
�

�
９
０
８
０
）

　

昨
年
６
月
か
ら
建
て
替
え
を
し
て

い
た
高
梁
中
学
校
の
体
育
館
が
完
成

し
、
４
月　

日
に
落
成
記
念
式
典
を

２０

行
い
ま
し
た
。

　

新
体
育
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
２
階
建
で
、
延
床
面
積
１
１
１

７
�
、
総
事
業
費
は
約
２
億
３
千
４

０
０
万
円
。

　

屋
根
や
外
壁
の
色
は
、
隣
接
す
る

校
舎
の
薄
い
ク
リ
ー
ム
色
に
合
わ
せ
、

一
体
的
な
学
校
施
設
に
な
る
よ
う
に

配
慮
し
ま
し
た
。　

内
壁
は
、
ヒ
ノ
キ

材
を
使
い
、
明
る
く
温
か
み
が
あ
る

　高梁市、高梁商工会議所、�高梁学園は、６

月３０日に包括的協定を締結することとしてい

ます。この協定は産学官相互の人的・知的資源

の交流や活用を図り、福祉、教育、文化、産

業、まちづくりなどの各分野で相互に協力し

て、地域の発展と人材の育成に寄与するために

行うものです。

　この協定締結を記念して、講演会を開催しま

す。多くの人の聴講をお待ちしています。

　「高梁がふるさと」と言われる大橋洋治さん。

戦後まもない小学２年生から６年生の半ばま

でを高梁で過ごされました。　高梁川で泳いだ

り、山で猿を追いかけたりと、自然のなかでの

少年期は人生の中で最も印象深く、大切な思い

出になっているそうです。

　演題は未定です。聴講申し込みなど、詳しく

は広報たかはし６月号でお知らせします。

■問い合わせ

　市役所企画課企画係（��０２０９）

と　き　６月３０日�午後１時30分から

ところ　高梁総合文化会館

講　師　全日空
　　　　会長　大橋洋治さん

記念講演

産･学･官の包括協定締結記念
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飛田哲夫さん�


